
野尻町文化財調査報告書第6集  |,―   ■・ ・
!  上・         .   

―
   |

野尻―町遺―跡詳細分布調査報告書
l                i  ,  ■  iャ                 |..

199413

宮崎県野尻町教育委員会



野尻町追跡詳細分布調査報告書

1994.3

宮崎県野尻町教育委員会



序

野尻町教育委員会では、平成 4年度と平成 5年度の 2ケ年にわたって、文化

庁・宮崎県教育委員会の御指導・御支援により、町内全域の遺跡詳細分布調査

を実施してまいりました。

今回の調査は、地下に埋もれている埋蔵文化財を今後の開発等によって崩壊・

消失していくことを未然に防止するための収集整理を目的にしたものです。

調査は町の全域を 1年次に東部、 2年次に西部とし、土木工事や農耕・ 風化

等によって表出した遺物を採集して、地図上に表示 して分布図を作成すること

でした。

本町は、縄文・ 旧石器時代の集石遺構や土器・ 石器をはじめ、弥生時代のガ

ラス玉、貝輪等の貴重な出土品が多量に発掘・ 採集されている地域です。未発

掘の埋蔵文化財も十分に有すると思われます。今回の調査でも、土器・石器の

遺物が多量に採取できたことは、未発掘の埋蔵文化財が存在する証でもあり、

今後の保護措置を講ずる上からも大きな意義がありました。

今後開発事業が計画される場合には、町教育委員会と十分な協議をしていた

だくことをお願いし、貴重な文化遺産を後世に残すよう努めたいと思います。

遺跡詳細分布調査にあたり、格別の御指導・御援助をいただきました文化庁・

宮崎県教育委員会ならびに町民の皆様に対し、心からお礼を申し上げます。

今後とも本町の文化行政に対する御指導・ 御協力をいただきますようお願い申

し上げます。

野尻町教育委員会 教育長 高 妻 忠 邦



例 口

1.本書は、野尻町教育委員会が平成 4年度から平成 5年度にかけて文化庁・

県教育委員会の援助を受けて実施した遺跡詳細分布調査の報告書です。

2.本調査は、埋蔵文化財に関する調査であり、内容は当町全域を対象とする

埋蔵文化財包蔵地調査カー ド及び遺跡分布図の作成であります。

3.本書の構成は、指定文化財地名表・埋蔵文化財包蔵地地名表 。試掘調査概

要報告・付図の遺跡分布図から成ります。

4.本書に掲載された埋蔵文化財は、すべて文化財保護法にいう「周知の埋蔵

文化財包蔵地」です。

5。 「周知の埋蔵文化財包蔵地」において、土木工事等を実施 しようとする場合

には文化財保護法により「発掘 (工事)に着手しようとする日の 60日 前ま

でに文化庁長官に届け出る」必要がありますので土木工事等の計画段階から

野尻町教育委員会 (野尻町大字東麓1183-2・ TEL0984-44-1100)な いし県

教育委員会文化課 (宮崎市橘通東 1丁目9番10号・ TEL0985-24-11■ )へ事

前に照会協議されたい。

6.埋蔵文化財は、地下に埋もれている性格上、現在、未発見で工事中発見さ

れる場合があります。その場合は、文化財保護法の規定により「その現状を

変更することなく、遅滞なく文化庁長官へ届け出る」必要があります。その

ため工事等を計画する場合はなるべく事前に野尻町教育委員会ないし県教育

委員会文化課に照会されたい。

7.本書および、埋蔵文化財に関するお問い合せは、野尻町教育委員会ないし

県教育委員会文化課へお願いいたします。

8。 本書に掲載 した地図は、建設省国土地理院長の許可を得た、同院発行の

25,000分の 1地形図を複製したものです。 (承認番号)平 6九複、第■3号



例凡

1.指定文化財の範囲については (緑色)で、埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」)
の統囲については (赤色)で示している。点として所在する指定文化財、ま

たは、古墳などで一基単独で所在するものについては各々 ( ・ )で 表示 し

ている。

2.地図の「遺跡番号」は、すべて地名表のそれと一致する。

3。 「遺跡番号」は、集落跡・散布地・城跡等は一番号とし、古墳群については

郡に対し一番号を付した。

4.「遺跡番号」は、大字で区分し、M01番からを三ケ野山地区、 H01番からを

東麓地区、K01番からを紙屋地区とした。

5,遺跡名は、原則的として小字名にしたがい、一部のものについては、通称、

俗称によった。

6,遺跡の所在地は、大字名、小字名で示 した。地番については、野尻町教育

委員会および県教育委員会文化課へ問い合わせられたい。

7.調査の組織

調査主体  野尻町教育委員会
平成 4年度

今 吉 忠 義  教 育 長
高 妻 忠 邦  教 育 長 (11月 ～)
松 田 茂 孝  教育課長
川 野 昭 夫  教育課長補佐

庶 務 担 当  吉 野 貴 弘  教育課主事
調 査 担 当  吉 野 貴 弘  教育課主事
調 査 指 導  面 高 哲 郎  県文化課主査
〃    戸 高 真知子  県文化課主事

調査補助員  
〃    
〃    
″   
″   
〃   
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IB指 定 文化 財地 名 表



開
号
ガ
番 文化財名称 所  在  地 種  別 指定 指定年月日 備 考

1 漆野原一里塚 大字紙屋漆野原 史 跡 県 S.11. 717

2 池ノ原一里塚 大字紙屋池の原 史 跡 県 S.11 7.17

０
０ 東麓石窟物 大字東麓崎園 有形文化財 県 S.3212.15

九ツ塚古墳 大字東麓九ツ塚 古 墳 県 S. 8.12. 5

5 大 萩 古 墳 大字三ケ野山大萩 古 墳 県 S.8.12.5

6 紙屋関所跡 大字紙屋旧町 史 跡 町 S.56. 9.18

7
伊集院源次郎
忠真の墓

大字東麓夜川松 史 跡 町 S.56. 9.18

8 東麓磨崖仏 大字東麓野首 有形文化財 町 S.56. 918

9 内場仏飯講の碑 大字三ケ野山八所 有形文化財 町 S.56. 9.18

10
紙屋城第 2の
壕跡

大字紙屋城原 史 跡 町 S.63 3. 8

野尻城井戸跡 大字東麓野首 史 跡 町 H l,11.14

12
大沢津の

オガタマノキ
大字三ケ野山前田 天然記念物 町 H.6.3.18

枠ド″
'こ ,,ilサ
ー  l'.しか
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Ⅱ.埋 蔵文化財包蔵地地名表

三ケ野山地区  M01～

東 麓 地 区  H01～

紙 屋 地 区  K01～

1.番号は地図の番号と一致している。

2.旧番号は昭和51年度発行の「全国遺跡

地図一宮崎県―」の遺跡番号である。



埋 蔵 文 化 財
三ケ野山地区 (M01～ )

跡

号

遺

番
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

M01 岩牟礼城跡 大字三ケ野山字佐土元 中 世 城館跡

A/102 大迫口第 1遺跡 大字三ケ野山字大迫日 縄 文 散布地

M03 大迫日第 2遺跡 大字三ケ野山字大迫日 不 詳 散布地

W104 蓑ケ池遺跡 大字三ケ野山字蓑ケ池 不 詳 散布地

M05 下ノ原遺跡 大字三ケ野山字下ノ原
縄文・

弥生
散布地

1ヽ06 八所遺跡 大字三ケ野山字八所
縄文・弥
生・中世

散布地

M07 川路遺跡 大字三ケ野山字川路 弥 生 散布地

卜108 大萩第 1遺跡 大字三ケ野山字岩瀬日
弥生。

古墳
墳 墓
18-3
18-4
旧遺跡名 大萩古墳
文献 1・ 2・ 6・ 8・ 9

h/109 大萩第 2遺跡 大字ニケ野山字岩瀬口 弥 生 集落跡 文献 3

M10 大萩第 3遺跡 大字三ケ野山字大萩 弥 生 集落跡 文献 2

W111 柿川内第 1遺跡 大字三ケ野山字柿川内
縄文・弥
生・古墳

散布地 18--5
旧遺跡名 西柿川内遺跡

文献 4

M12 柿川内第 2遺跡 大字三ケ野山字柿川内
弥生・

古墳
散布地

M13 柿川内第 3遺跡 大字三ケ野山字柿川内 弥 生 散布地

M14 柿川内第 4遺跡 大字三ケ野山字柿川内 弥 生 散布地

M15 柿川内第 5遺跡 大字三ケ野山字柿川内 弥 生 散布地

M16 佐土原遺跡 大字三ケ野山字佐土原 不 詳 散布地

1ヽ17 上ノ園遺跡 大字三ケ野山字上ノ園
弥生。

古代
散布地

M18 五反田遺跡 大字三ケ野山字五反田
縄文・

弥生
散布地

M19 永尾遺跡 大字三ケ野山字永尾 不 詳 散布地

M20 内木場第 1遺跡 大字三ケ野山字内木場 不 詳 散布地
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三ケ野山地区 (M21～ )

跡

号

遺

番
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号
(地区)

備 考

M21 内木場第 2遺跡 大字三ケ野山字内木場 不 詳 散布地

W122 小宇都第 1遺跡 大字三ケ野山字小宇都 不 詳 散布地

�123 小宇都第 2遺跡 大字三ケ野山字小宇都
縄文・

古墳
散布地

hl124 三ケ野山永山遺跡 大字三ケ野山字永山 不 詳 散布地

h/125 奈良塚遺跡 大字三ケ野山字奈良塚 弥 生 散布地

W126 栗須遺跡 大字三ケ野山字栗須 中 世 散布地

M27 橋ノ元遺跡 大学三ケ野山字橋ノ元 不 詳 散布地 18-7 旧遺跡名三ケ野山遺跡

M28 内木場第 3遺跡 大字三ケ野山字内木場 不 詳 散布地 18-6 旧遺跡名 大沢津遺跡

W129 鳥居松第 1遺跡 大字三ケ野山字鳥居松 不 詳 散布地

A/130 鳥居松第 2遺跡 大字三ケ野山字鳥居松
縄文・古

墳・古代
散布地

M31 佐土瀬原第 1遺跡 大字三ケ野山字佐土瀬原 古 墳 散布地

hl132 来見ケ迫遺跡 大字三ケ野山字来見ケ迫
古墳・

弥生
散布地

h/133 佐土瀬原第 2遺跡 大学三ケ野山字佐土瀬原 螂
。古代

散布地

h/134 園牟岡第 1遺跡 大字三ケ野山字園牟田
縄文・弥
生・古墳

散布地

M35 園牟田第 2遺跡 大字三ケ野山字園牟田
縄文・

古代
散布地

M86 釘松遺跡 大字三ケ野山字釘松 鞠
・古代

散布地

M37 湯之元遺跡 大字三ケ野山字湯之元
縄文・

弥生
散布地

1ヽ38 中尾遺跡 大字三ケ野山字中尾 塀軍詈で卓
を・中世

散布地

卜139 大丸第 1遺跡 大字三ケ野山字大丸
縄文・弥
生。古墳

散布地

h/140 大丸第 2遺跡 大字三ケ野山字大丸 弥 生 散布地
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三ケ野山地区 (M41～ )

跡
号

遺
番
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

M41
三ケ野山

丸岡第 1遺跡
大字三ケ野山字丸岡 不 詳 散布地

M42
三ケ野山

丸岡第 2遺跡
大字三ケ野山字丸岡 古 墳 散布地

M43
三ケ野山

丸岡第 3遺跡
大字三ケ野山字丸岡 不 詳 散布地

M44
三ケ野山

丸岡第 4遺跡
大字三ケ野山字丸岡 不 詳 散布地 18-8 旧遺跡名 釘松遺跡

M45 井手水第 1遺跡 大字三ケ野山字井手水 不 詳 散布地 18--10 旧遺跡名 大脇遺跡

W146 井手水第 2遺跡 大字三ケ野山字井手水
縄文・

弥生
散布地

W147 丸山遺跡 大字ニケ野山字丸山 不 詳 散布地

M48 亀甲遺跡 大字三ケ野山字亀甲
縄文・

弥生
散布地

h/149 中原遺跡 大字三ケ野山字中原 古 墳 散布地

h/150 建原遺跡 大字三ケ野山字建原 不 詳 散布地

h/151 下久保遺跡 大字三ケ野山字下久保 弥 生 散布地

W152 権現崎遺跡 大字三ケ野山字権現崎 弥 生 散布地

�153 福ケ迫遺跡 大字三ケ野山字福ケ迫 不 詳 散布地

W154 下 り山遺跡 大字三ケ野山字下り山 不 詳 散布地

h/155
三ケ野山
上ノ原遺跡

大字三ケ野山字上ノ原 弥 生 散布地

h/156 切畑遺跡 大字三ケ野山字切畑
古墳・

近世
散布地

h/157 大迫遺跡 大字三ケ野山字大迫 不 詳 散布地 18-9 旧遺跡名 角内遺跡
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東麓地区 (H01～ )

遺跡

番号
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

H01 田野遺跡 大字東麓字田野 不 詳 散布地 18-29 旧遺跡名 猿瀬Ⅱ遺跡

I102 鳥越遺跡 大字東麓字鳥越
弥生。

古墳
散布地

H03 坊主木場第 1遺跡 大字東麓字坊主木場 不 詳 散布地 18-28 旧遺跡名 猿瀬I遺跡

I104 中戸遺跡 大字東麓字中戸
縄文・

古墳
散布地

H05 境ケ谷第 1遺跡 大字東麓字境ケ谷
弥生・

古墳
散布地

H06 境ケ谷第 2遺跡 大字東麓字境ケ谷
bt4・古

墳・近世
散布地

H07 広坪遺跡 大字東麓字広坪 不 詳 散布地

H08 坊主木場第 2遺跡 大字東麓字坊主木場 弥 生 散布地

H09 白坂遺跡 大字東麓字白坂 不 詳 散布地

H10 野首遺跡 大字東麓字野首 縄 文 散布地

H ll 中須第 1遺跡 大字東麓字中須 不 詳 散布地

H12 中須第 2遺跡 大字東麓字中須 叩 散布地

H13 中須第 3遺跡 大字東麓字中須
弥生。

古墳
散布地

H14 本城原遺跡 大字東麓字本城原 弥 生 散布地

H15 野尻城跡 大字東麓字野首
古墳・

中世
城館跡 18-31

H16 矢越第 1遺跡 大字東麓字矢越 古 墳 散布地

H17 矢越第 2遺跡 大字東麓字矢越 不 詳 散布地

H18 矢越第 3遺跡 大字東麓字矢越 不 詳 散布地

H19 舟戸第 1遺跡 大字東麓字舟戸
古墳・

近世
散布地

H20 舟戸第 2遺跡 大字東麓字丹戸 不 詳 散布地 18--34 旧遺跡名 大笹遺跡
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東麓地区 (H21～ )

跡

号

遺

番
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

H21 東麓
上野原第 1遺跡

大字東麓字上野原
弥生・

古墳
散布地

H22 東麓
上野原第 2遺跡

大字東麓字上野原 不 詳 散布地

H23 東麓
上野原第 3遺跡

大字東麓字上野原 不  詳 散布地

H24 東麓
上野原第 4遺跡

大字東麓字上野原 不 詳 散布地

H25 跡瀬原遺跡 大字東麓字跡瀬原
古墳・

平安
散布地

H26 九ツ塚遺跡 大字東麓字九ツ塚 古 墳 散布地 18-30
旧遺跡名 九塚古墳
文献10

H27 野中遺跡 大字東麓字野中 近 世 散布地

H28 星ケ平遺跡 大字東麓字星ケ平
縄文・弥
生。古墳

散布地 18-11
旧遺跡名 切畑遺跡

文献 5

H29 東麓永山遺跡 大字東麓字永山
藩琶 X・ 弥

智 散布地

H30 佐場遺跡 大字東麓字佐場
縄文・弥
生。古墳

散布地

H31 平木場第 1遺跡 大字東麓国有林 不 詳 散布地 18--12 旧遺跡名 平木場遺跡

H32 大王第 1遺跡 大字東麓国有林 古 墳 散布地

H33 大王第 2遺跡 大字東麓字大王 弥 生 散布地

H34 大王第 3遺跡 大字東麓字大エ 縄  文 散布地

I135 崎園第 1遺跡 大字東麓字崎園 不 詳 散布地

H36 崎園第 2遺跡 大字東麓字崎園 中 世 散布地

H37 奥畑遺跡 大字東麓字奥畑
縄文・古

墳。近世
散布地 18-32 旧遺跡名 吉村遺跡

H38 吉村遺跡 大字東麓字吉村 古 墳 散布地 18-13 旧遺跡名 古村遺跡

H39 堂ケ迫遺跡 大字東麓字堂ケ迫 弥 生 散布地

H40 戸崎城跡 大字東麓字出日 中 世 城館跡 18--33
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東麓地区 (H41～ )

跡

号

遺
番
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

H41 梯 遺 跡 大字東麓字梯 縄 文 散布地 文献 7

I142 平木場第 2遺跡 大字東麓字平木場
縄文。

古墳
散布地

H43 伊佐原第 1遺跡 大字東麓字伊佐原
縄文・

弥生
散布地

H44 伊佐原第 2遺跡 大字東麓字伊佐原
縄文・

古墳
散布地

H45 高松遺跡 大字東麓字高松
縄文。若

墳。中世
散布地

H46 高松城跡 大字東麓字高松 中 世 城館跡

H47 一本柊第 1遺跡 大字東麓字一本柊
縄文・

中世
散布地

H48 大平山遺跡 大字東麓字大平山
縄文・

中世
散布地

H49 見越遺跡 大字東麓字見越 曇鍵
・ Tlr

散布地

H50 勝負第 1遺跡 大字東麓字勝負
縄文。

弥生
散布地 18-14 旧遺跡名 勝負遺跡

H51 勝負第 2遺跡 大字東麓字勝負 縄 文 散布地

I152 庄府遺跡 大字東麓字庄府
縄文・

平安
散布地

H53 勝負第 3遺跡 大字東麓字勝負 縄 文 散布地

H54 天ケ谷遺跡 大字東麓字天ケ谷 縄 文 散布地 文献15

H55 三反遺跡 大字東麓字三反 縄 文 散布地

H56 一本柊第 2遺跡 大字東麓字一本柊 不 詳 散布地

H57 一本松遺跡 大字東麓字一本松 古 墳 散布地

H58 辻第 1遺跡 大字東麓字辻 不 詳 散布地

H59 境別府第 1遺跡 大字東麓字境別府 不 詳 散布地

H60 境別府第 2遺跡 大字東麓字境別府 不 詳 散布地
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東麓地区 (H61～ )

遺跡

番号
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

H61 辻第 2遺跡 大字東麓字辻 平 安 散布地

I162 境別府第 3遺跡 大字東麓字境別府
縄文・弥
生。近世

散布地

H63 寺原遺跡 大字東麓字寺原
縄文・弥
生。平安

散布地

I164 東麓丸岡第 1遺跡 大字東麓字丸岡 不 詳 散布地

H65 東麓丸岡第 2遺跡 大字東麓字丸岡 縄文・

古墳
散布地

H66 東麓丸岡第 3遺跡 大字東麓字丸岡 縄文・

古墳
散布地

H67 名字ケ瀬遺跡 大字東麓字名字ケ瀬 不 詳 散布地

H68 中須第 4遺跡 大字東麓字中須 古墳 ? 墳墓 ? 伝地下式横穴墓
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紙屋地区 (K01～ )

跡

号

遺

番
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

K01 肥前田第 1遺跡 大字紙屋字肥前田 縄  文 散布地

K02 肥前田第 2遺跡 大字紙屋字肥前田
縄文。弥

生。中世
散布地

K03 肥前田第 3遺跡 大字紙屋字肥前田 不  詳 散布地

K04 肥前田第 4遺跡 大字紙屋字肥前田 縄  文 散布地

K05 肥前田第 5遺跡 大字紙屋字肥前田 縄 文 散布地

K06 肥前田第 6遺跡 大字紙屋字肥前田
縄文。

中世
散布地

K07 三本松第 1遺跡 大字紙屋字三本松 不 詳 散布地

K08 三本松第 2遺跡 大字紙屋字三本松 縄 文 散布地

K09 三本松第 3遺跡 大字紙屋字三本松 縄  文 散布地

K10 古屋敷第 1遺跡 大字紙屋字古屋敷 不 詳 散布地

Kll 古屋敷第 2遺跡 大字紙屋字古屋敷 縄 文 散布地

K12 中水流遺跡 大字紙屋字中水流 不 詳 散布地

K13 古屋敷第 3遺跡 大字紙屋字古屋敷 不 詳 散布地

K14 鳩平遺跡 大字紙屋字鳩平
縫文・平

安。中世
散布地

K15 五ケ迫遺跡 大字紙屋字五ケ迫
縄文・

弥生
散布地

K16 黒谷遺跡 大字紙屋字黒谷 縄 文 散布地 18--16 旧遺跡名 今別府遺跡

K17 内神田遺跡 大字紙屋字内神田 不 詳 散布地

K18 太尾遺跡 大字紙屋字太尾 縄  文 散布地

K19 竹ノ下遺跡 大字紙屋字竹ノ下 縄 文 散布地

K20 下村第1遺跡 大字紙屋字下村 縄 文 散布地
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紙屋地区 (K21～ )

跡

号

遺

番
遺 跡 名 称 所 在 地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

K21 下村第 2遺跡 大字紙屋字下村 縄 文 散布地

K22 石切遺跡 大字紙屋字石切
縄文・

中世
散布地

K23 新村遺跡 大字紙屋字新村 縄 文 散布地 文献 11・ 14

K24 秋社洞窟遺跡 大字紙屋字新村
縄文・

弥生
散布地 18-20

K25 牧ノ谷遺跡 大字紙屋字牧ノ谷 縄  文 散布地

K26 後原遺跡 大字紙屋字後原 縄 文 散布地

K27 高山遺跡 大学紙屋字市之瀬 縄 文 散布地 文献 11・ 14

K28 真幸田遺跡 大字紙屋字真幸田 不 詳 散布地

K29 高山第 2遺跡 大字紙屋字高山 不 詳 散布地 18-17 旧遺弥名 真幸日遺跡

K30 部当第 1遣跡 大字紙屋字高山 縄 文 散布地

K31 部当第 2遺跡 大字紙屋字部当 不 詳 散布地

K32 部当第 3遺跡 大字紙屋字部当
縄文・

中世
散布地

K33 山城第 1遺跡 大字紙屋字山城 縄 文 散布地

K34 山城第 2遺跡 大字紙屋字山城 縄 文 散布地 18--19 旧遺跡名 堀切遺跡

K35 漆野遺跡 大字紙屋字漆野 不 詳 散布地 18-18 旧遺跡名 清野原遺跡

K36 石瀬戸第 1遺跡 大字紙屋字石瀬戸
縄文・

弥生
散布地

K37 萩ノ茶屋遺跡 大字紙屋字石瀬戸 不 詳 散布地 18-15

K38 石瀬戸第 2遺跡 大字紙屋字石瀬戸 縄 文 散布地

K39 石瀬戸第 3遺跡 大字紙屋字石瀬戸 縄  文 散布地

K40 石瀬戸第 4遺跡 大字紙屋字出口 不 詳 散布地
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紙屋地区 (K41～ )

遺跡

番号
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

K41 石瀬戸第 5遺跡 大字紙屋字国有林 縄 文 散布地

K42 今別府遺跡 大字紙屋字今別府 縄 文 散布地

K43 黒園原遺跡 大字紙屋字黒園原 縄  文 散布地

K44 池ノ原第 1遺跡 大字紙屋字池ノ原 不 詳 散布地 18-37 旧遺跡名 池ノ原遺跡

K45 花立原遺跡 大字紙屋字花立原 縄 文 散布地

K46 池ノ原第 2遺跡 大字紙屋字池ノ原
縄文・

中世
散布地

K47 松牟礼遺跡 大字紙屋字松牟礼 縄  文 散布地

K48 宮ノ尾遺跡 大字紙屋字宮ノ尾
縄文・

中世
散布地

K49 石瀬戸第 6遺跡 大字紙屋字石瀬戸 不 詳 散布地

K50 石瀬戸第 7遺跡 大字紙屋字石瀬戸 縄 文 散布地

K51 石瀬戸第 8遺跡 大字紙屋字石瀬戸 縄 文 散布地

K52 下谷遺跡 大字紙屋字下谷 縄  文 散布地

K53 中辻遺跡 大字紙屋字中辻 不 詳 散布地

K54 瀬戸ノロ遺跡 大字紙屋字瀬戸ノロ 縄  文 散布地

K55 堀切遺跡 大字紙屋字堀切 不 詳 散布地

K56 長瀬第 1遺跡 大字紙屋字長瀬 不 詳 散布地

K57 長瀬第 2遺跡 大字紙屋字長瀬
縄文・

近世
散布地

K58 沖ノ尾第 1遺跡 大字紙屋字沖ノ尾 不 詳 散布地

K59 沖ノ尾第 2遺跡 大字紙屋字沖ノ尾 縄 文 散布地

K60 沖ノ尾第 3遺跡 大字紙屋字沖ノ尾 縄 文 散布地
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紙屋地区 (K61～ )

遺跡

番号
遺 跡 名 称 所  在  地 時 代 種 別

旧番号

(地図)
備 考

K61 立神原第 1遺跡 大字紙屋字立神原 不 詳 散布地

K62 前平第 1遺跡 大字紙屋字前原 縄 文 散布地

K63 前原第 2遺跡 大字紙屋字前原 縄  文 散布地

K64 紙屋城跡 大字紙屋字真崎
弥生。

中世

坊 魅 筆 湿 本・

動
文献 13・ 14

K65 立神原第 2遺跡 大字紙屋字立神原 不 詳 散布地 18-39

K66 紙屋城跡 大字紙屋字城原
縄文・弥
生。中世
城館跡・

翻
18-40 文献13・ 14

K67 沖ノ尾第 4遺跡 大字紙屋字沖ノ尾 弥 生 散布地 18-41 旧遺跡名 星柳遺跡

K68 沖ノ尾第 5遺跡 大字紙屋字沖ノ尾 中 世 散布地

K69 東城原第 1遺跡 大字紙屋字沖ノ尾
旧石器
・縄文

散布地 文献12・ 14

K70 東城原第 2遺跡 大字紙屋字沖ノ尾 縄 文 散布地 文献 12・ 14

K71 東城原第 3遺跡 大字紙屋字漆野原 縄 文 散布地 文献 12・ 14
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ⅢB試 掘 調 査 概 要 報 告

勝 負 第 2遺 跡

下 村 第 2遺 跡

鳥 居 松 第 2遺 跡



勝 負 第 2遺 跡

1 遺跡の位置

野尻町役場の北東2 7kmに は土然ケ丘から南東方向に派生する狭い谷があり、谷の北

には須木村との境界線が尾根に走る七郎山がそびえている。七郎山の麓には、南面す

る傾斜の緩かな舌状の小台地状地形が多く見られる。台地の南眼下には岩瀬川の支流

である小河川が南流 している。今回の遺跡詳細分布調査でこの谷内で確認された遺跡

は、このような台地上に立地しているが、勝負第 2遺跡 も標高約225mの舌状台地に

立地 している。勝負第 2遺跡は、付近の遺跡の中では、最も縄文後期の土器など遺物

が多数散布 していた箇所である。

2 調査の概要

調査は、平成 4年 3月 8日 から12日 までの間、 8か所のトレンチを設定 して実施 し

た。当地の基本層序は、第 二層表土、第Ⅱ層黒色上、第Ⅲ層暗褐色上、第Ⅳ層アカホ

ヤ、第V層カシワバン、第Ⅵ層黒色土、第Ⅶ層ややべとつく黒色土、第Ⅷ層ボラを若

干含む黒色土、第Ⅸ層ボラを含む硬質の暗褐色土、第X層小林ボラ、第�層灰味のあ

る黒褐色土、第�層赤褐色のボラを多く含む暗褐色土、第 � 層黒褐色土や赤褐色

のボラを含む暗褐色上、第� 層やや しまりのない暗褐色土、第� 層 しま りの

ない暗褐色土、第� 層粘質の暗褐色土 となっている。各 トレンチの耕作土下

の層 は、 lT～ 6Tに ついては第Ⅷ層か ら第 X層であり、畑造成の際に相当の
削平を受けている。層の残存状況が良いのは 7・ 8Tのみで、 7Tで は第Ⅲ層、
8Tで は第 Ⅱ層 となっているが、 ごぼう作付けに伴 うトレンチャーの掘削を一
部受けている。調査地 は、遺物が多数散布 していた箇所であるが、 これは畑造

成や トレンチャーによる攪乱のためであり、縄文時代以降の包含層は調査地に

限っては大半が消滅 している。

層の残存状況が良い 7・ 8Tで の遺物の出土状況 は、第 Ⅱ層の下層か ら第Ⅲ
層上層で平安時代のヘラ切 りの土師器郭 。高台付 きの郭・ 布痕土器などの遺物、

第Ⅲ層中層で縄文後期前半の沈線文土器等の遺物、第Ⅵ層で縄文早期後半の押

型文土器や焼石等が出土 している。

なお、 lT～ 6Tに ついては層の残存状況 は悪いが、 4Tの 第� 層で焼石
らしい石が 1点出土 している。 この層 は本来石は含まない層 と考え られること

か ら人工的に持ち込まれた石 と推定 される。 したがって、今回の調査で石器や

剥片などは出上 していないけれども第� 層 は旧石器時代 の遺物包含層である

可能性が高い。
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勝負第二遺跡

遠 景 (西より)

第 4ト レンチ西壁

ボラは、小林ボラである

第 8ト レンチ東壁

第Ⅱ～Ⅲ層で平安、縄文

後期の遺物が出土
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下 村 第 2遺 跡

1 遺跡の位置
野尻町には、北境に連なる山地に発して南流する小河川により開析された小台地が

随所にある。これが現在市街地や農地となり、過去においても人間の生活の場であっ

た。本遺跡のある米川内川と秋社川に狭まれた旧町地区の小台地も以前より遺物の表

採が知られており、紙屋関所跡の存在から、当所が交通の要所として人々が頻繁に往

来した地であることがうかがえる。

今回試掘調査を実施した箇所は、台地西部に舌状に張出した丘陵上に位置する。標

高は約172mで、南西側低地にある紙屋関所跡との比高差は約 6mである。

2 調査の概要
調査は 7本の トレンチを設定して実施した。 トレンチの設定位置は、東部の畑地内
に 2本、その東側の約 lm下がる畑地に 2本 (lm× 5m)、 西部の栗林に 2本 とそ

の北の畑地に 1本 (lm× 3m)で ある。T2で はアカホヤ火山灰層を挟み上下にロー

ム層の良好な堆積状況が確認されたが、Tl・ 5・ 6では全体にトレンチャーや整地

による攪乱がみられ、Tlではアカホヤ層が失われていた。T4は 削平によリアカホ

ヤ下の黒褐色土上面まで失われていた。

基本層序は、上から表土 (20～ 30om)、 黒褐色土 (3～ 8 cm)、 淡黄褐色土 (やや軟、

18cm)、 暗褐色土 (やや硬、パ ミス混、20clll)、 アカホヤ火山灰層 (T2で約 50 om、 T
3で約40cm)、 黒色土 (非常に硬、 8～ 10cm)、 黒色土 (やや軟、 6～ 12 cm)、 黒褐色

土 (硬、褐色味強い、白・淡黄 。黄橙色のパ ミス混)、 暗褐色土と黄褐色土がそれぞ

れブロック状に混在する層 (黄褐色上の割合の方が少ない。黄褐色土ブロックは 1～

6 cmtt。 硬、全体に白色ガラス質の粗粒・黄橙色パ ミス混。Tl・ 3・ 4の み下面確

認。45om)、 灰黄褐色土 (硬、小林ボラ粒混、白・黄・灰色等の火山灰粗粒を多 く混。

T4のみ。45cm)と なっている。
今回の調査では、Tlで アカホヤ下の暗褐色硬質土層より上器片と焼礫が数点出土

した他、縄文時代のものと思われる土器片、チャー ト、焼礫、陶磁器片が表土や攪乱

土から出土した。

遺 跡 遠 景 (北から) 調査状況 右Tl.左 T2(西 から)
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Tlト レンチ
土層堆積状況

表土下 上から
黒色土

黒褐色土

暗褐色土と黄褐色土がブ

ロック状に混じる層

灰黄褐色土 (小林ボラ混)

T2ト レンチ
土層堆積状況

表土下 上から
黒褐色土

淡黄褐色土

暗褐色土

アカホヤ層

黒色土

T3ト レンチ
調査状況

西から
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鳥 居 松 第 2遺 跡
1 遺跡の位置

九州山地の南麓は、標高約180mほ どの南面する台地が発達している。 この台地は、

大淀川の支流である岩瀬川やその支流である小河川によって開析され、独立 した台地

となっている。台地間の開析谷は急崖で深いため、特に幅の狭い台地については丘陵

性台地と称されることもある。この様な台地を含む一帯を町域としている野尻町では、

遣跡はこの台地上で多くが確認されている。鳥居松第 2遺跡も東に突出した形状の小

台地上に立地 している。

2 調査の概要

鳥居松第 2遺跡では、分布調査で縄文後期の土器と古墳時代の刻目突帯文土器が採

集されている。遺物の散布が特に多いのは、台地の東突端付近の畑である。この畑は、

以前に造成工事が実施されており西半については既に小林ボラ層まで削平されている。

また、ごぼう作付けに伴うトレンチャーも入っており、遺物の散布量が多いのはこの

ためである。

試掘調査は、遺物の散布は少ないが、散布量の多い畑の西の一段上の畑を調査対象

として遺跡の広がり。包含層等の確認を目的として平成 5年 12月 14・ 15。 日の 2日 間

実施した。

調査地の基本層序は、第 I層耕作土、第Ⅱ層高原スコリア、第Ⅲ層黒色土、第Ⅳ層

暗褐色土、第V層 アカホヤ、第Ⅵ層カシワバン、第Ⅶ層黒味の強い黒褐土となってい

る。当地は、土層の残存状況は良いが、耕作は大半が第Ⅱ層までおよび耕作土にスコ

リアを含んでおり、第Ⅱ層は層として確認できる箇所は少ない。

調査は、 トレンチをT字状に 4か所設定して行った。 lTでは、埋土がアカホヤを
含む黒色上の落ち込みが 2か所で確認された。 1か所では礫を含んでいる。遺物は、

第Ⅲ層で刻目突帯文土器、第Ⅳ層で黒曜石のチップ片が出土している。 2Tで も 1か
所の落ち込みが検出されている。埋土は黒色土で礫が 2点出土 している。土器等の遺

物は出土していない。 3Tでは第Ⅲ層下層で縄文土器小片が数点出土 してている。 4
Tは遺構・遺物は何も検出されていない。

調査は、 トレンチ 4か所と限られた調査ではあるが、遺物包含層は第Ⅲ層が古墳時
代、第Ⅲ層下層から第Ⅳ層が縄文時代後期と考えられる。 lT・ 2Tで検出された遺
構は、遺構内から遺物は出土していないが、当地ではその他の時期の遺物は何も散布

していないので、古墳時代のものである可能性が高い。遺跡の広がりについては、遺

物の出土量や散布量が少ないことから中心は台地の東突端付近と推定される。
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鳥居松第 2遺跡近景

(西から)

第 1ト レンチ (南西から)

第Ⅳ層暗褐色上で黒曜石

片出土

第 2ト レンチ (南東から)

落ち込みで礫 2点出土
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Ⅳ.埋蔵文化財発掘調査関係報告書一覧

1「野尻町大萩地下式横穴」『宮崎県文化財調査報告書第 5輯』 宮崎県教育委員会

町雪不日35生F (1960)

2「大萩遺跡(1)」『瀬戸ノロ地区特殊農地保全整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書』 宮崎県教育委員会 昭和50年 (1975)

3「大萩遺跡(2)」『瀬戸ノロ地区特殊農地保全整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査

報告書』 宮崎県教育委員会 昭和51年 (1976)

4 柿川内第 I遺跡・柿川内第Ⅱ遺跡」『瀬戸ノロ地区特殊農地保全整備事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告書』 宮崎県教育委員会 昭和53年 (1978)

5「切畑地下式古墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書第20集』 宮崎県教育委員

=姿

  将目不日53左F (1978)

6「大萩地下式横穴36号墓」『宮崎県文化財調査報告書第22集』 宮崎県教育委員会

H目不日55左F (1980)

7「梯遺跡発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書第24集』 宮崎県教育委員会

開雪不日56生再 (1981)

8「大萩地下式横穴墓群」『宮崎県文化財調査報告書第27集』 宮崎県教育委員会

町ヨ不日59生F (1984)

9「大萩地下式横穴37号墓」『宮崎県文化財調査報告書第28集』 宮崎県教育委員会

PHJ不日604再  (1985)

10「九塚地下式横穴墓群」『宮崎県文化財調査報告書第29集』 宮崎県教育委員会

町雪不日61全F (1986)

11「新村遺跡・高山遺跡」『野尻町文化財調査報告書第 1集』 野尻町教育委員会

晰ヨ不日61生F (1986)

12「東城原第1遺跡 。東城原第 2遺跡・東城原第 3遺跡」『野尻町文化財調査報告書

街密29農』  踊日不日62左F (1987)

13「紙屋城址遺跡」『野尻町文化財調査報告書第 3集』 野尻町教育委員会

H雪不日63生F (1988)

14「新村遺跡・高山遺跡・東城原第 1・ 2・ 3遺跡・紙屋城址遺跡」『野尻町文化

財調査報告書第 4集』 野尻町教育委員会 平成 2年 (1990)

15「天ケ谷遺跡」『野尻町文化財調査報告書第 5集』 野尻町教育委員会

平成 4年 (1992)
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